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の効果を探索している。ヒト腸管上皮 Caco-2 細胞に IL-6 を作用させると、ポア形成型の
タイトジャンクション分子 Claudin-2 を誘導して、腸管の透過性を高める。レスベラトロ
ールは、IL-6 による細胞内シグナルを抑え、Claudin-2 の発現を抑えることにより、腸管
バリア損傷を軽減している。レスベラトロールによる腸管バリア保護のメカニズムの 1 つ
を示唆している。 
 
第八章では、研究成果を総括した上で、今後の検討課題や展望を明確に定義している。 
 
以上、審査の結果、本論文の著者は博士（学術）の学位を授与される十分な資格があるも
のと認められる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
